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この町がどこか 
ぅす汚れた印象を与えるのは 
年中、媒煙と様々の臭気に 
おおわれている所為 ' 
だろぅか . ， 
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あの時、僕は / 
踏切を渡る心算だ 

つたのに . 

僕は未だに、§,分 
力 あそこに仔ん 
だままで居る様な気 
力してならないので 
t .. 


向こぅの方に、さつ . 
通った踏切が見える- 

しょぅ . 僕は昔…. 

子供の頃、そこで飛： 
自殺を 見ました 


変わってなんか 

いません . ど 

変われと言、 
てす…… 























彳んたは 

. 私にも 

そぅ^ — 3ろ：•と 
言いたいのでは 
ないですか？ 





…血のにおい 
なんてのが 
判るのですか 
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いいえ . その 

て*^ S •••••• っ、 

ずつ と、 いつまでも 

It. 
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W りますょ…// 
私らの年代の者だ 
つたら、誰でも嫌と 
言ぅ程、かいだ臭、い 
てす から . 
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「僕は会社のコンクリ ー トの 
令蔵室で、まるで肉屋の様 


「人間の肉と-(±?」 
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「胎盤と言ぅ 
やつで、 そこから- 
臍の緒がつながって 
いるのです…」 


匡 


「子供の頭位 

あって . それをコマ切れ 

にして篭に入れ、おもしを 
すれば血液がしぼれます。 

. 臍の緒は、生ゴム 

の_で、 切りにくいです」 
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産院からそれらを引取つて、 
処理する所から一.個£<'いで 
借りる Q ですが、時には、どぅ 
間違ったのか、別のトハが混. 
じつて来たりします。…勿論 
すぐ返しますが^.: 


1 

.i 



li 






一165 















































































































;# 



if 1 

匁碧儀々馨す 
■養 _ 




何を言つ てるのかと 
耳を すませたら 
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包丁を使い乍ら 
一人言を吱くの 
てす . 
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あれを切る時に 
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